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平成 28年度 事業報告・収支決算を承認 ～第 152回 通常議員総会 ～  

 

６月 26 日、第１５２回通常議員総会が、１１８名の参加によって開催され、平成 28 年度事業報告

並びに収支決算を全会一致で承認しました。また、組織強化に関しては 12 年連続で２００社以上の新

規会員加入を達成しました。会員の皆様のご協力に厚く御礼申し上げます。事業報告の「主な成果」の

概要は次のとおり。 
 

Ⅰ．中小企業・小規模事業者の 

経営力向上と持続的発展の推進_ 
 

⑴「経営発達支援計画」に基づき、「小規模事

業者実態調査」を実施し、小規模事業者の支

援ニーズや事業承継等の考え方について把握

した。 

⑵国、県、市が実施する各種補助金制度や税制

特例の活用を目指す中小企業・小規模事業者

に対して、事業計画の作成支援や採択後のフ

ォローアップを行った。（小規模事業者持続

化補助金：申請１６２件・採択 71 件〔採択

率：46・７％、全国平均 39・７％〕 

 

Ⅱ．行ってみたくなる・歩いてみたくなるまちの再生 
 

⑴花街文化・芸能の伝承を目的に芸妓の稽古を

補助するとともに、第４回成果発表会「華つ

なぐ道」を開催したほか、ホームページ等を

通じ、全国に情報発信した。 

⑵新潟グルメ情報サイトの外国語版を開設した

ほか、外国人観光客の対応に向けのおもてな

し（接客）セミナーの開催や、英語・中国

語・韓国語・ロシア語・日本語の対応を想定

した指差し会話冊子を作成した。 
 

Ⅲ．地方創生に向けた地域振興事業の推進 
 

⑴新潟西港区に賑わいを創出し、開港１５０周

年に向けた機運の醸成を図るため、昨年に引

き続き「水都にいがたスタンプラリー」を開

催した結果、西港区の回遊性が高まり、周辺

イベントの認知度が向上した。 

⑵新潟空港発着の航空路線拡充に向け、行政等

と一体となった取り組みを進めた結果、台湾

線の通年運航および夏季のロシアチャーター

便の継続運航が実現した。 

⑶新潟市の魅力度向上に向けアイドルグループ

ＮＧＴ48 を起用したＰＲ動画を制作した。 

Ⅳ．提言・要望活動等の推進 
 

 ⑴各関係機関に対し、地域中小企業の活力強化

と経営環境改善の実現に向けた意見・要望活

動を実施した。その結果、中小企業経営強化

税制の創設や固定資産税の減免措置拡充など

が実現し、小規模事業者に焦点を当てた施策

展開が図られた。 

 ⑵平成 29 年度新潟市の政策に対する要望を新

潟、新津、亀田の３商工会議所合同で実施し

た。これにより、さらなる連携強化と情報の

共有化が図られるとともに、中小企業振興、

地域振興政策等に反映された。 

⑶ 「ＩＣＴを活用した地域活性化提言書」

（まちづくり委員会）「新潟市域版ＤＭＯの

構築を柱とする新たな観光に関する提言～新

潟市の交流人口拡大に向けて～」（政策委員

会）など各部会、委員会等による提言・要望

活動を実施した。 
 

Ⅴ．組織・財政基盤の強化 
 

⑴28 年度の入退会状況は入会２２０社、退会

１８６社の純増 34 社で、年度末会員数は４

４６０社となり、12 年連続で年度末会員数

純増と新規加入２００社以上を達成した。 

加入件数のうち 99 社が紹介によるものであ

り、パワーアップ５０００会員紹介運動は着

実に成果を上げている。 

⑵部会、委員会、女性会の活動にあたり、当所

の創立１２０周年を記念し、予算を増額して

先進地や先進企業等の視察見学会や講演会等

を開催したことにより、会員相互のネットワ

ーク拡大や交流促進が図られた。また、同記

念事業の一環として会員企業で創業１００年

以上の飲食店・食料品 25 社を掲載した「蕩

蕩繁盛物語」を作成し、観光案内所などを通

じて広く配布し、ＰＲに努めた。 
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労務管理のお知らせコーナー 
社会保険労務士相馬事務所 相馬 篤哉 

 

☆彡 今月のテーマ《 勤務間インターバル 》  
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

労働基準法では、「使用者は労働者に労働時間が６時間を超え８時間以内の場合は少なくとも４５分、８時間

を超える場合は少なくとも１時間の休憩時間を労働時間の途中に与えなければならない」と規定されています。

仕事の途中で与える休憩時間に関してはこのような規制がありますが、その日の勤務を終えてから翌日の勤務開

始までの「日をまたいで」の時間については全く規制がありません。 

 

 

従業員の心身の健康と安全を守るという観点からすれば、労働時間を管理するだけではなく従業員が休息を取

れる時間（インターバル）を確保することが重要です。勤務間インターバルとは、勤務終了時刻から翌日の勤務

開始時刻までの時間を一定以上確保する制度をいいます。この制度の下では、前日の勤務終了時刻から一定の時

間を空けなければ翌日の勤務を開始することができないものとされますので、勤務禁止時間が翌日の始業時刻に

かかる場合には、始業時刻を繰り下げるといった対応が必要になります。 

 

 

日本の大手電気通信事業者（以下「A 社」という）が勤務間インターバル制度を導入しています。A 社では、

拘束力が弱め（安全衛生管理規程の定め １１時間インターバル）の規制と強制的な就業制限（就業規則の定め 

８時間インターバル）を伴う規制という２段階のインターバル規制を設けています。 

１つ目の拘束力が弱めの規制では、インターバルが１１時間未満となった場合、強制的な就業制限までは行い

ませんが、１１時間未満となった日が 1 ヵ月あたり１１日以上になったときは、健康指導や産業医などの対応を

必要とします。２つ目の強制的な就業制限を伴う規制では、８時間のインターバルが経過するまでは就業を禁止

し、前日の残業時間次第でインターバルが翌日の始業時間を超えることになる場合には、始業時刻を遅らせ、ま

た遅らせた時間に応じて終業時刻も同様に遅らせます。よって 8 時間経つまでは翌日の勤務に就けないというこ

とです。 

 

 

勤務間インターバル規制に期待されることは長時間労働の抑制を目指し、恒常的な長時間労働という悪習など

から従業員を救うことです。また、長時間労働によって引き起こされた心身の不調による休職者を出さないため

にも、勤務間インターバル制度は有効ではないでしょうか。勤務間インターバル規制によって、従業員は 1 日の

ここ数年長時間労働が問題となっています。長時間労働がもたらす弊害として、従業員の健康

への影響や、仕事と家庭生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の欠如などが挙げられます。 

これまでの仕事のやり方では、従業員のワーク・ライフ・バランスの改善は期待できないどこ

ろか、従業員の心身の健康を害するような事態が発生してしまいます。過労などはうつ病の原因

にもなることが広く知られています。従業員の健康への影響という観点からすれば、休息をと

り、必要な睡眠時間を確保できるように配慮することが必要です。今月は従業員の「休息」につ

いてのお話しです。 
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労働と翌日の労働との間に所定の間隔をあけることができるようになり、過重労働が防止できます。この勤務間

インターバル規制があることで、時間外労働の時間数に上限を設定できることから、長時間労働の抑制になると

いうわけです。これによって、長時間労働や過重労働などによる過労死などを含む健康被害の防止に効果がある

と考えられます。 

☆詳しい内容については、労務管理の専門家にお聞き下さい！新潟県社会保険労務士会ホームページ http://www.sr-niigata.jp☆ 

 
 

 

 

 

 

 
 

  

「視覚障がい者が頑張る『六星』」 
 

全国には視覚障がいのある方が約 32 万人いる。

このうち約３分の１の 11 万人は最も重い１級の障

がい者である。加えて言えば、32 万人の視覚障が

い者のうち約７万人は、身体障がいや知的障がいの

ある、いわゆる重複障がい者である。 

 障がい者の民間企業での就労は厳しいが、とりわ

け視覚障がい者は特に難しい。現在、民間企業で就

労している視覚障がい者はわずか１万７千人と、視

覚障がい者全体の５％程度にすぎない。 

 こうした現状を見かね、立ち上がった団体があ

る。それは浜松市にあるＮＰＯ法人「六星（ろくせ

い）」である。創業は１９９６年、日本で初めての

視覚障がい者のための小規模授産所「ウイズ」とし

てスタートし、２００６年に現在のＮＰＯ法人に組

織替えをしている。 

 創業時は、働く場を強く求める６人の視覚障がい

者と４人の職員の計 10 人であった。苦労と努力が

実り、現在では「ウイズ半田」と「ウイズ蜆塚（し

じみづか）」という２カ所の拠点に、51 人の視覚

障がい者と 12 人の職員が助け合いながら就労す

る、わが国最大規模の視覚障がい者の就労施設にま

で成長、発展している。 

 同社の主事業は「白杖」「点字名刺」「点字広報

誌」「ラベンダーのポプリの小物製品」「マグネッ

トグッズ」「竹炭フクロウ」「手すきのはがき」

「布草履」、そして「たわし」など、10 数種類の

商品の生産・販売である。驚かされることは、これ

ら商品はいずれも視覚障がい者と職員が知恵を出し

合い、開発した物ばかりである。 

 六星のリーダーは斯波（しば）千秋代表理事であ

る。視覚障がい者やその親御さんとの出会いの中

で、「家から出ず・出られず・出してもらえず…

…」という生活実態を知り、あえて立ち上がったの

である。 

 先日、社会人大学院生たち 10 数人で六星の一つ

の拠点「ウイズ蜆塚」を訪問させていただいた。そ

こでは 20 数人の視覚障がいのある方々がさまざま

な仕事に取り組んでいたが、私たちの目がくぎ付け

になったのは 83 歳の女性の仕事ぶりであった。 

 あの小さな針の穴に糸を通し、そして玉をつく

り、布草履を縫い始めたのである。親指のあちこち

に血がにじんでいたが、「お金を払ってもいいか

ら、ここで働き続けたい」とニコニコ顔で私たちに

語ってくれたとき、筆者らは目頭を熱くした。聞く

と 73 歳で視力を失い、一人暮らしで自宅に閉じこ

もっていたが、斯波代表理事たちの懸命なリハビリ

訓練で再び勇気と希望を取り戻し、一日３時間働い

ているという。 

 こうした頑張る企業の存在を見せつけられると、

私たち健常者はまだまだ努力が足りないと言わざる

を得ない。 

 

坂本 光司／さかもと・こうじ 

 １９４７年生まれ。福井県立大学教授、静岡文化芸術大学教授などを

経て、２００８年４月より法政大学大学院政策創造研究科（地域づくり

大学院）教授、同静岡サテライトキャンパス長および同イノベーション・

マネジメント研究科兼担教授。ほかに、国や県、市町、商工会議所など

の審議会・委員会の委員を多数兼務している。専門は中小企業経営論・

地域経済論・産業論。著書に『日本でいちばん大切にしたい会社』（あ

さ出版）、『この会社はなぜ快進撃が続くのか』（かんき出版）など。 

http://www.sr-niigata.jp/
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会議所 月一相談員をやっています 

ケンミンＳＨＯＷ ネタが続きますね 

ロダン・ウォーカー 東京編 

  

  

  

 
新潟商工会議所では、無料の税務相談会を毎月

１回開催しております。ロダン・タイムズ筆者の

私が、来年の春まで担当させていただきます。 

夏を迎え、だんだん切実な相談が増えてきまし

た。次の「税務相談会」相談日は、８月２日（水

曜日）午後からです。 

 

 

（その１）東京とんかつ会議 ２件目での出来事  

 

６月も東京出張（飯田橋）があり、ＢＳ－ＴＢＳ

番組「東京とんかつ会議」放映店に午前１０時４０

分から並びました。【高田馬場駅近くの「成蔵（な

りくら）」さん】並び始めは１０時４０分。３０分

ほどするとメニューが回ってきます。 

その後、並びながらオーダーを聞かれます。（お

じさん０人、皆若い男女。）皆が「霧降高原特ロー

スかつ」を注文しています。（霧降高原は、日光近

く。グルマンズ和牛を訪問したのを思い出しまし

た。）私も「同じく、井坂十蔵（いさかじゅうぞ

う）」と隠密同心のように言おうとしましたが、店

員さん、行列のお客様には確実に通じないと思い直

し、ちゃんと「霧降高原特ロースかつ」と言いまし

た。 

オーダー後にもう一度メニューを見たら、なんと

２５０ｇのとんかつでした。（他とんかつは１３０

ｇ～１５０ｇでした。）並び始めてから１時間後に

運ばれたとんかつに思わず驚愕。そうです。おじさ

まには超ビックサイズのとんかつでした。 

独り行列のため、他の人とシェアできずに完食。

美味しかったです。しかし、その後問題が発生しま

した。 

 

（その２） お土産は買ったが・・・。 

夕方に、事件は起こった。  

 

東京に行くと、お土産の指示をされることがあり

ます。今回のお土産は、「成城石井（安納芋のモン

ブランロール）」です。新幹線で帰るため、東京駅

方面で店舗検索をし、有楽町マリオン２地下にて、

お土産ゲット。 

次は居酒屋タイムと思いましたが、ここで全くお

腹が空きません。おじさまには、２５０ｇのとんか

つを夕方までに消化できる新陳代謝がありませんで

した。 

本来ならば、ＢＳ－ＴＢＳ番組 「一年中魚だけ

を食べるてれび」放映店に行きたかった。新潟駅に

降りたころ、お腹が空いてきたので、新潟の止まり

木に向かいました。 

 

 

（その３） 秘密のケンミンＳＨＯＷ 

パン特集は盲点だった。  

 

旅行先では、めったにパン屋さんを尋ねることが

ありませんでした。なぜなら、ケンミン熱愛のパン

があることを知らなかったからです。 

 

〈今回のパン特集〉  

第一弾は北海道民が熱愛する「豆パン」 

この豆は、金時豆を使用。甘いことは容易に想像

ができます。私の中で“豆パン”というと、東京の

三軒茶屋にある【浜田家】の豆パン。こちらは、金

時豆ではありません。今度、北海道に行ったら、ケ

ンミン熱愛の豆パンを実食してみます。 

 

第二弾は、福島ケンミン熱愛（特に郡山市）は、

「クリームボックス」 

小さめな食パンにクリームがたっぷりの品。郡山

のお土産は、「モーニング」さんのヨーグルトオン

リーでした。甘くないクリームが想像できません

が、今度、実食してみます。 

 

ファイナルは、群馬ケンミン熱愛（特に沼田市）

の「みそパン」 

これは、焼きまんじゅうをイメージすれば、味は

容易に想像できます。番組の出演者が絶賛していま

したが、焼きまんじゅうとはどう違うのか？この秋

は「健康ウォーク」で沼田（隣の川場村）に行きま

す。その時に実食したいです。 

 

 

（その４） 番組制作に学ぼう！ 

 

世に旅番組とグルメ番組は沢山あります。ネタ切

れにならないか心配していますが、マスコミもプロ

ですね。視点を変えながら、番組を制作し続けてい

ます。番組を見たら、行きたくなります。さすれば

国内旅行も不滅ですね。 

我々のような中小企業者も、生き残り策、隙間産

業の他、まだまだ策があることでしょう。ケンミン

ＳＨＯＷのように、知恵を絞りたいものです。 

 

 

万代くんとつばさくんの 

“ロダン・タイムズ” 

税理士：八百板 誠 

ちょこっと旅 パート５ 
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▶▶ 日商の動き 
 
 

 

 
 

 

 

 

早期景気観測（日本商工会議所）調査結果のポイント  LOBO 調査 2017 年６月結果 
 

 

業況ＤＩは、4 カ月連続改善。先行きは慎重な見方が残り、横ばいを見込む 
 

日本商工会議所が 30 日に発表した 6 月の商工会議所 LOBO（早期景気観測）調査結果によると、6

月の全産業合計の業況 DI は、▲14.5 と、前月から＋1.7 ポイントの改善。電子部品、自動車関連の生

産・輸出や、建設・設備投資の堅調な動きが続いているほか、それらの関連商品を中心に卸売業の業況

感が改善した。また、インバウンドを含め好調な観光需要を取り込んだ小売業に持ち直しの動きがみら

れた。他方、消費者の節約志向や人手不足の影響拡大、原材料費・運送費の上昇を指摘する声が多く聞

かれるなど、中小企業のマインドには依然として鈍さがみられる。 

 先行きについては、先行き見通し DI が▲14.7（今月比▲0.2 ポイント）とほぼ横ばいを見込む。

輸出や設備投資の拡大に加え、インバウンドを含む観光需要や中元商戦、夏のセールなど、消費の回復

に期待する声が聞かれる。他方、人手不足の影響拡大、消費者の節約志向、原材料費・運送費の上昇、地

政学的リスクなどへの懸念から、中小企業においては業績改善に確信を持てない企業が多く、業況感は

横ばい圏内との見方が続く。 

 

詳細は、日商ホームページ（http://www.jcci.or.jp/lobo/lobo.html）を参照。 
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別紙 

 

食文化による地域活性化セミナー・交流会 

参加申込書 
 

業種 

※あてはまるものに○ 

所属 

（企業・団体

名） 

・役職 

ﾌﾘｶﾞﾅ 

氏名 

※参加するものに○ 
 

電話番号 

セミナー 交流会 

①製造・販売 ②広告・企画 

③農林水産  ④宿泊・飲食 

⑤官公庁・団体 ⑥その他 

  

  

 

①製造・販売 ②広告・企画 

③農林水産  ④宿泊・飲食 

⑤官公庁・団体 ⑥その他 

  

  

 

①製造・販売 ②広告・企画 

③農林水産  ④宿泊・飲食 

⑤官公庁・団体 ⑥その他 

  

  

 

①製造・販売 ②広告・企画 

③農林水産  ④宿泊・飲食 

⑤官公庁・団体 ⑥その他 

  

  

 

※いただいた個人情報は本セミナーその他本会議事業のご連絡以外に使用しません。 

 

上記に必要事項をご記入の上、FAXまたは電子メールにてお申し込みください。 

 

F A X   ０２５－２３０－０４２３ 

電子メール info@niigata-shokubunka.com 

申込〆切  ７月２４日（月）まで 

 

問い合わせ先 

新潟市食文化創造都市推進会議事務局 

（新潟市 農林水産部 食と花の推進課内） 

電話：０２５－２２６－１８０２ 担当：南・渡辺 

 
 

 

mailto:info@niigata-shokubunka.com

